
防 虫 科 .学 部 18怨

Immcrs)IonintoIIotWater由 aControllingⅡcasureoftheAmki】】eanWeevil,
CallosobrlJC7JILSChiTlenS.;S.MasayoshiYnsTITÔ 皮YasunoriStI.Zt:JII(Lnh｡mroryof p̂plie.1
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小豆は我国に於ける苅零な豆郡で挽近特に詫要の増

加しJ=ものであるが:貯蔵申アズキゾウムシ(CalLo-

sobTbcIH'SChl'〝e77∫1'sL:,)の被告を受け易くその為拭

梯川の田子すら先非不能に陥る場合があらた｡而して
従来肋 ､られている弘除法は凸薬に伐る方払 :':ni黙やI

日光の弓.:Z快に伐る方法卜温さ詰襟紺こ伐る方法･C,i=であっ
たが,クp-ルビクリy,二硫化択窺符の醸蒸剤を佐

川する場合には材料が比較的少止である為,新に螺蒸
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畏射ことって之が似 11は超済的にも技術的にも閃邦で

あろうと考k-られわ.lHlCを任用する方法に就いて

は枯木･(19512)の.W.I,･.があったが｢qit=塊粟剤を脚 J
する場令は純腔の掛 ､場介を除いて,′悪臭が附茄して
晶TIを浴す恐れがあった｡

･乾熱を似 りする方法に就いてはコクlJ'ウ CaEalZd'a
ory～･aeに関する河畔 (lrj43),二Ⅰ二位 (1'J43)及びアズ

キ･/ウムシに関する持久 (lL,51,a,h,195'1;1,h,)の

批 抗に関する報if..･があったが;;I;･L熱を似りする域介
紘,温比をJ,Ltに作つ点に於いて技術的別封とな71輔勺を

伴う可は;予想されるO

温子易SZ甜こ伐る方法はri31位で実用的である為一般袋
家では古くよ.)川いられて来た方法であったか'その
他JHに就いての詳細な撒くF.が なされていなかったoJ
著者は温t,15浸脚こ伐るアズキ･}'ウムシの防除に関す

る知見を手話んが為,叉,他方l三ありては,昆虫に対す

る温既の仲川校桁に就いての知見を柑んが為'アズキ

ゾウムン及び小豆を温拐に浸打fLでそれが耐熱性に関

する災験を行った.然し馴 抜浸hl紅伐る小豆の変門の

糊也や,小豆の内部に野む州如こ孤児が到適する述蛇
や,utlbtした小豆の乾悦に関する川旭符,較多の疑問

の.I.I.(25項 されているのであるが,温i弘uilfに伐るアズ

キゾウムシの防除の概項を別にする忠地に於いて,そ

の火17gを和irT'･した｡
本文に入るに当E)州 安閑を賜った茄都大学教授内凹

伐伽ry=f.･,北びに邦 釦こ鈍りJLたアズキゾウムんの別
送附のej,r･をおうした);I.'都大学出学部見出学研兜三号及び

G･.1-ffJ.川､Iiを柵iL与下されたTJ･胴 大学L'.2学耶 脚 粥L?;1王
和氏に対して招く感謝の;T3:杏-Jiする~と柑 こ._和々糾u)T

訂馴め た研兜苫月舘I.'J:,池びに兆旅の帥助をWIつた

小払聴大代にも況く感言肝3-る｡
ⅠⅠ･ 実験材料及甲実験方法

突放に他用した小豆は静岡大学農学部員場で栽培さ

れた遠州他方准采の品種でJ底部に飽和食塩水を入れ
て粁mしたvdcsicator内に301]以上故圧されたもの

であった｡アズキゾウAi,は京都大学農学部昆虫学研

究顎に於いて長3rJ7m飼育されたもので卜直径10cml控

さ5cm のガラス:R容器に前記小豆を月JtT{ノ30-Cに

調節引 Lた恒温器内で増超されたものであ?た.

温助処理は 80oC'以上を必零 とする場合は直径

30cmき無さ30cmのアルミニユウム割の容器を,750C

以下を必要とする域介はIMhl径 40cm詑さ20cm のガ

ラス鞠の界旨旨を似 目した｡温子塙の温腔の伴拝は温度調

節鰐をLTJ悶えた 1mnlCrSCdl他tcr を似lJLf_Tt温水槽

内の温蛇を均御 こする飽IIImf)RliiT押詰を佐用-した｡80OCし
以上の域介は甜押与問が伐少であった為ガ'スl三伐る熱

々似 rJLだ｡首抑 こ似 目した辞詐 (∫)IはTti径 1'2.mm

長さ70rnm のガラス矧qlT3で, そ?内部に小豆叉は1

7アキ'}'ゥム5,の加出した小豆を入れ両端をモスリン

で紹って-5王!相川机温水m内に懸垂した｡宍験に使用

した染LRlを前世は耶1EgI二元す如くで_bった｡
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Fig.1 Th占(tipping,apparatus･
a:W.ltCr7hth,b:immersionheater,C:stirer,
d:a(Ijuster,C:thcrmomctcr.I:ghss
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小iiの発簸実験に於いては水槽の温度を⊥定に保ち!

小立を10粒ずつ入れた容器を一定時間浸培した後攻 り

川LQ紬モ上にならべて不要の水を取 り去り,約60%の

分水址の砂を入れた <トリmlち一粒ずつ並べ,_30oC
･ の1･J相..1器内にて発芽試験を行った.

粒卯及び碗虫突放に於いてはアズキ･/ウムシの岩手生 ■

t.fr小豆に対して所要の温以処理を行った後･べト､リ′

州に入れて 3'JoC の粒温署旨内で飼育した｡
JIJ.アズキゾウネシの発育時期と温湯浸洗

アズキ･}'ゥム5,の21時lLiJ以内に羽化した成虫を川い

-て小-iiに韓卯さ4:,1̀鵜 糊後之を取 り山L令粒に1卯.
を均して拭余の卵を刷り耽 り産卵後1日口,3[=1,㌔
rlu日,10耶 1,ユ別∃口の榊休に就いて 40oC,50oC,

6OOC.70oC,の温出に浸t1号した筏 30oCの恒温器内 ･

で飼育して10日-日,又産卵校18[相 の個体ではFLi初の

羽化成虫がLIIるまでの殺卵及び殺虫率に就いて調査し

たO従ってこの場合の殺虫率は温拐処理に伐る厄接の

,.殺虫率に之が遠因となって死亡した聞損の殺虫率等の

加姥された結合的投出効力上と考えられる｡

35oC以下の温沼の場合は LTl95に5時柑以上の

浸損を必賓とする為'温虻の主脚 よt)国的その他の,b13

_∴ -印が朗著に表われ応川的rnJ位が少ない為突放を行わな

､ ふった.又 80oC以上の温湖は1秒以内でLT一05に

適する為,浸弘一拙 作を行い難く,妃にI1,2秒の如き

一柳 B't川の臼flfEii温比の丘脚 が既著に淡われて災験山串

なかったo H

希取舵の温泌こ771キゾウムシを環fl'fして死亡率を

那べたが,対胃モミ区に若干の死亡率が尖われたので

^1)ott(lfJ25)の式に伏 t)祁正したOアズキゾウムン

の発行畔 畔 於ける 40oC,50oC,UOoC の温以浸ii't'′
に伐る死亡率を示せば節1式に流す如くであった｡

妨l炎に依れば何れの場合も浸脚 音別のfE与力打につれ
･て托亡主剤ま増加し 成る時ThFjに超して10030'のtLt'iを,読

したo叉由験は同じ環流時間で2回絞 り返して行った .

が一それ笹川7jJ抑こも変鵜が認められた.それで平均

解 18 巻 一.

死亡率と各温度に於ける浸111i時間との調係を調べると,

stmTid(1930),I-lliss(lEJ35)等が読した鵜出一死亡
率曲紋の様な Sigmoid_curve に似た仙班が和られ

た,之等の宍験成抗の比較を行う為,比のiu朋 を77.I
キゾウムシの温跡 こ対する抵抗の変鞄雌 tの黙税度数

曲視とJL倣して,lSliss(1935)の行った輩出一死亡率

の Probit曲祝ゐ計算法を用いた.
131iss:(1935) は琴丑をその対数脚 こ死亡率をその

PTOhitに転換して計Trr.したが,内山,*川 (lLI47),

河野(lob),豹賀(1lJ50)等は粒々の煩蒸剤試験に伏

E)糾た成抗に伐り,.並立の対数繭数を捌 け るfり茄

iziLの矢数伯を掛りした方が斑紋的開拓を示すのに適合
すると報JlF.-ILた0本突放に於いても環流時別をその対

数痴 こ転換して計井するより,その実数倍をそのまま
採川したJJ-で班紺的に令致した｡

-～
死亡率に変化がみられたのは 40oCの温tijではJi･Jれ

も 150分 -330分∴50eCでは1分一々 0分,60oCでは

ユ砂-40秒,70oC-では産卵後18HHを除いて1秒-
2杉以内であった｡年別こ60oC一の温拐訊 rtの切令では

貯卯後lHH,3日H,5t川 に於いて1秒浮il'Eです_′
でに夫々 62･2%,80.0,%,63.tJ% の死亡率が和られ

たo凝って之等の域合は只.験区が非掛 こ少t(なったが,ノ
全作としての蜘 '.Jは概才滅 推する印が山来た｡節1誠

にも■とザき現駅時ruTJの突放[11をJTJいたlilissのPTObit

法に伏 E)50% 死亡率岬hrl(LT-50),U5%死亡率時
F''u(LT-UL-')を3;J:tllううLCf節2式に77:す如くであったO

何れもアズキゾウムンの希温湖に対する感受性の変ヽヽ
Bi･が正親分祁jb-I-;ナという仮EtRの上にたって,処遇!咋

IL"の矢数伯に対する Prohit-同情脱のfihl校地を調べ
たのであったが,60oCの温拐浸&'iの場介の蹄卯役18

f=1を除いて何れも x2検凪 ま合格して仙税は正Bl分
相を示した｡叉 60oC の1日ロ,′3仁=1, .WIHの

LT-5()はJl.11LもiJiのhtiを示したが,之は払出にgl打Li
する前に死亡した誹を示すわけであるが,何れも1秒
以内のEUl'主に伐る死亡率がr:;い為1秒以内の%険が山

Table1 '1'imc-moJtalitydataofinsectsimmersedintollOt､Vater
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来なかった邦に起囚するのであろう｡先験誤正と考え

て1秒として取り扱った, ､ー ●

60oC の現況の18即 tの 22枚凪 ま2Jl.297で分捕
せず Prohi卜 阿愉快は正親分布を戻さなかったO即
ち比の場合に於いては温さ易浸tl'ftこtIiる3.影野の外に他の

或る影野が作用している枝に恕伸された｡
内刑(1941)は 30oCで飼育したナズキ･'･うムS,の
幼虫期に於ける各Elの頭部の長さ及び帽の測Ej己をその

生長lrJl間中行い,那,lgl･幼虫期･前轍rJf･仰期の超過
日数に就いて明にした占之を参nくりづLCま,産卵筏lH
Rは卵,JtJ7,3耶 Iは卵光J7の後脚,Lr=1日Flは1押紙 と卵
の況合,10rlHは3狩拙 ,18Elm頭巾糊であった.
此nfに於いて想像される琳 ま産卵後18日Hは小豆の

内部に食入して大きな茎洞を作t),その中で蛸化する

時期であっちOその為比較的高温を短時問作J.rJさせる

場合小豆の内部に挽臥する77Iキ･}'ウムシに対して温

腔刺鞍が到達するのに遅速がある為温姥の作用械mが

追って来るのではなかろうかと,uf.考された.

比の様に6qoC温湖の醐 暇 18rlHのIT2枇ilは介
旅しなかったがその仰向を知る1.7:･'.妹に於いてそのま ゝ

採川した,

77.'牛.}'ゥムシの光翻 .'i･)lnと鞘打fした芥温糊の温蛇

のl/1.-T'(),1/1㌧U.'Jとの関係を茄せば邪:1回に)I;すgTf
く●Cあっtr.p

T)OoC のWlt蔓,Sの Ⅰ/r-50に就いてみればJf誼も拭杭性
の軌 ､岬Jr)Jは抑 卵役lSFIHで次はユnEI,10rlJl,r'
nIl,:=Hlの 仙'lであった｡即ち卵期のil),jtJlは祇挽件

tzo叫SJauttu叫.JOtZO叫】tI1nC[
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は相当強くあったが,卵期の終 E)に斑も弱くなり以緑 一

生長と共に抵抗性も増大した｡著者の一人t._Li.m(1日48)

は 1㌢rethrinのgitった腔皮の桁液にカイコBorzbyx
ulbTlニカメイガ,CIliZosimplexヨトウムシ,BaTaLh,a

b,assicacゐ幼虫を国統_して齢期の相違ド依る抵抗性 一
に就いて調杏して,カイコ1節期を除いて抑期の進む 一

につれて抵抗性も増大した串を報岱したが50oCの場

一介も枕ね之と同様であった｡J･LTl95もLT-50と概

ねFTiJ様な幌向を試した.

GOoCの温拐の LT-50に就いてみれば,産卵後I
HH,3日H,.{)日日は何れも1秒以内で死亡し托抗

柑 よ弱くなったが,以後生長と共に抵抗性は増大した｡

卯Q?様な小形の物に比較的高温な温拐が直接作用する-

一切合では,温拐の現効が特I-こ強くれ抑 卜る叫や,他方

に於いて齢期が進むにつれて小豆の内部に先人してい

る偶作には判 易は短時flJrJでは作用 しにくい串等が一臥考

-きれた｡GOoCの LT-95は 99oCの場合と同様の佃l

tr'J]を/示した｡

7りCの酵卯後1百日,_3日tl,5E]Elに於い七は

min
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節 13 番 ･

li12秒の殴打fで死亡率が100%に声隠 した為災剛 抹

_なかったが18日flに於いて概ね毛の幌向を知る印が川
､来た;

70oCの温由訊 'fI=依る産卵後18日Elの Ll･-缶Oは
3･32秒 (0･055分)LT-95は 9･40秒(0･16分)であっ
た｡

40(JCの LT-50に就いてみれば齢矧 こ伐り大なる
･抵抗性の相違は認められなかったO比の域食の環統時

間は約180分以_l二で相当長婚)に亘t),温湖の膨 押あt)

･#幻の題辞の方が放く哀れる様に思考された｡

lV･ 畢湯の温度と海流時間
アズキ･}'ウムンの発育段掛 こ於いて抵抗性ゐJIJiも鈍

い相 打は産卵後18日日であったので, この LT-('0,

LT195をⅩ軸にとり温拐わ温蛙をy恥如こ取()図7-71汁

叫 ま幼 3図に元ナ如くであった.

若干失政に不鵬の/.'iHまあったが,大作 Poro(lko一

(1926),･I;iJcharadek､(lfJ35)の過示した ろ--i
口元1

(Zは敦死時閉,tは温度,A,m,は位数)を適用川
来るのではなかろうかと考えられたので,_浸脚抑Jの

対琴をX脚に温汝の温度の対数を Y軸にとれ
ば,LT-50,LT-95は何れも斑紋的関係を7-jt

tた｡

アズキゾウムとを温拐環抑こ拭 り防除･Jlる恋
･ 妹に於いて LT-95を用いれば.40oCでは約
310分,'50oCでは 17.76分 浸aliする叫が必3At

であったが,矧 こ滋箪する小豆の蛤や温湖のiit

等の厨係に依り淡の温度の降下等0日王増 えられ

宍際には軍用山来にくtlと考察 された｡60oC

では0.42分,70oCでは0.16分(fJ.40秒)であ

った｡'即ち宍際に応用Lu来る温矧 よ 60｡-C 以
上であろうと思考された｡
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V. 浸流した温湯の温度及びその

浸濃時間と小玉の不発芽率

小豆の如く惇し'.クチクラで讃あれているfql::(･

ほ乾湿尋の環城の変化に対すろ紙抗比が強く,

又発芽試故の結光では或る程姥の謁温以滋71'Ltは

発芽を促進宗一にして発芽捗合はl阜好であると

戟J4.-されているO

.著者はアズキヅサムS,の温拐滋tLriに伐る投出
宍験を行うと共に,他方にあt)ては温拐環状に･

対する小豆の抵抗性に就いての知見を和んが為,
浸打温度及び芭打抑問とネ発芽科こ就いても実

験を行った｡

不発芽率は温以浸打至後相当変化したのであっ

たが,一例として.50oC に於ける温iiLb処理後
の不発芽率の変化に就いて示せば卯3'Jiの糾〈

であった｡~ /

Jヽ
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即ち不発芽執 ま処理後 Ir]H及び2r川 では繁'ji!

せず3r1､日に頁L)で河くそのJ卿的 ;詑められ,′4日
fl以降になL)て発芽 した偶作と花芽しない例作を区
別する邦がLu来た｡然し処理後1;郡8を過ぎると閑

や鈍間等他の雫田に伐るBZ野が放く式われ調充を印

難にした｡~

他の温LSI_こ於いても概ね同様な傾向を認 めたの

で,不発井率は処理後4日Hのものを托用する恥 こ
したo

又予備宍験としてやoC.の温拐処理を行ったが処

理後1時間-3時間環流しても発芽は可召Eであった
那,3柑臼抱越えると小豆の変色が甚しくあった｡
又100%の不発芽率を得るには7時間以上を必要と

したが犬川上川いられない甲で45OC以下の温拐に

伐る不発芽率の宍験は行わなかった｡温拐を夫々

97.oC,90oC,80oC,75oC, 70oC, 66'C,60oC,

(B
oT)
tZ
0
叫S
l
a
tU
tH
I

J
O

u
O
叫
3
tu

n
C

50OC,.にrll:ち希湿性iif2阿-4阿災的を-1Ttねたb
現訳した温拐の希湿性に放ける甜脚.'imIと小話の不
発芽率に就いて蔚剖i'妨4誠に'lTtす如くであ?た｡

約4式に倒 しは何れの場合もSFIp11i時mJの増加につれ
て不発芽率も増加してある時Wに通 して100%に達し

り一

1.6 1.7 1.8 ユ.9

Ternpcmture(log)

Fig.4. RelationT'eい､,ccntcmpcr:IturC(log)
anddllrationofimmersion(log)titthe18th
dayafterovJPOSition.

Table4. Time-none-germinationrateofbeanimmersedinto'thehotwate-rof
varioliStemPemture-

50oC l 60oC l6.-)oC 90oC ,1 97oC

･Durati(ーnf NottegermjI)umtion-∫NonegermiDuralion~fNonegermsDuralion∫ NonegermiDuralion~fNQhegermlDura土ionf NozjegermiD.urn_t10n.-pf NonPgermi

11..I
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＼.巧｡叉紬 抑川一不発芽率仙執事Sigmoidcurveカト
･lr.Eられたので131iss(1935)の捉唱した薬立十死亡率
の1'TObit曲税の計-3:II法を川いて成約を比較した .
11,00'不発芽時間 (LT二5)L･50% 不発芽率時間 -390
(LT-'501),95%不発芽時肝(LT-95)･を罪出す mln

'れば如5式･に示す如くであった｡ /

妨T･誠 二喋れば ,72枚矧 ま何れも合格して,希 250

､iIT'壬は正f･;(;分布を示したO

34-に小iiのl匝刊こ対する熱刺戟の作JfJ鰯掛こ就

いての知見を縛る為,漏出の温度をⅩ帥 こ浮流時

一 問をY紬 こtて LT二95,●.LT-50･-f･T-5,を図,j･.A
すれば約5図に示す如くであらた｡

位も椛からしさの抗いLT-50に就いてみれば ,

97oC-80つCに於いては浸紙時間は非常に短か く
あったが'7T)OC を越えると浸tlll:時fLmま漸次増大

して 70cc-GOoC に於いては殆んどTfTJ:線的に増I
大した｡然しT,OoCでは温度の紙下に比較して環
約時r'1りは増大されなかったo即ち温度が降下した

割 t)に死亡率は減少しなかった0509C では相当

･長叫･TJ'lJ滋打け る∋伽;必嬰である為,恐らく日払こ
'伐る克諺坪と租蛇に伐るi･;･;聾が茄って炎われJi-?lnこ＼

伐ると･Rll増されたoi:
又 80oC-ひ7oC の如く掛 ､温度が短時r川こ作ノ

-用する切%tこ於いては瓢 け る恥 こ伐り温度が琴
効的に仲川する為曲弧は敵組に近くなったと恩 考＼
. された｡ /

此の蜘 '･)は LT-95,LT-5に於いて阜概ね同
様であった｡

ii3
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前述の如く50oCの切付を除いて fJ7-oC-60oC､に
於いては Porodko●(19如),が腿示し､た(lleleharddek,

1リ35,に伐る;) ＼

; + .

50oC 60 70･:80 90 10O

Temperature

Fig.S Rehtionsbet､､･ccntcmpci･.1turC'and
LTTT),LT-50&･ LT-95.

Table5. F:itnessoLIincarityof time-none-germi n_ltionrateーcu rvefore.lCh
immersiontemperature.

G5 Y-4.LI380+0.Oヨo(i.(Ⅹ-86.5770)48.GOO4.7560..406>Pr>0.287 5 25.236 88.9lJ2 152.743.
70 Y-5.LJUUo+0.0こi7LI'(Ⅹ-4(;.67ユ0)17.277a.1760..423.>-Pr>0.321 7. 13.OSlp:･41.500. 69.91LI

.80 Y=4.8OT8+1.14.riS(Ⅹ-2.2298)_0.8732二7290.572>Pr>0.392 1. 0.678. ､ 2.398 5.54p9

(Ⅹ-.12.3920) rn3n.'(0.02O7) mュn.i-.(0.2170(1J) min.(0.420tl))

!J7 Y-4.S5S2+0.1809 i-).{)2tLq4.55t;0.ioq>pr>0.287 5 SeC..-1.O(j2 ■eC.8.0こ王4 SEピ.17.1174

/
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Z=A ･
rZ血1

の式が苅ITJ,出来るものとしてIm蛇の loLqrむI(制にロ
il'(岬LL糊の logをY机fJにとれば妨6跡こ'-J-;ナ如(JLT
-95,LT-50,ILT-tE,は何れもm-松rJ潤 係を,7示した.

･.41･1,

6 1.7 1.8 1.9 2.0

Tcmpemtuic(log)

2

1

0

･
l1

(S
O
I)

ttO!
SJ
au
ltH
叫

JO
uO.Tit:J
n
C
[

Flg.6 Rehtionliehvecn temperatureand
LT-5,LTJJ5,LT-95inlogarithmicscale･

帯久(lIJ51)は CaltosobrLLChlLSCh;nelZSL'Sの成

出を舵熱に伐り役出し七之が熱抵抗に関する突放

を行い･44oCでは,SigmloidCurvcは左右相称

であったが,それ以上の喝姥(53oC)では訳があ

i)然もその75.の共介は440Cを小心に温位が降下
すれば'(40oC)互に逆になった｡換言ううLは乾熱

に対する~見出の拭qJL'性に曝露時間の実数という同

｣経由数に対して常た正規分布を示すとは限らな

いと卿 .･.Lた｡矧 こ19(,師 には･r;･,LA熱を仰 け吉城 ＼

介には作用温姥の叩迎に伏t))山王化よ()発7枚する

水分のIlt等に変化があるね,防除邦良性のよじ押等が

乾把の仲川とmなってL･ULDi叶 る為に起るのであろ
うと鞘ilfした｡･

然し氾はに泣tiJf+る切付に於いては温蛇以外の
√ノ

L･日野が誠))れた為に刺蛾の感受性の変Fq･は正親分
I/rfを/7N.･したものと,n考された｡

ryIUfP抑は鞘湖 I羊･T{叩･J'hrJJ払雫である場合は,潔
F1-1に伐るBUlnfかソ1,われ叉温姥が様相 こ高い場合に
は,LWt.1蛇の幻功のL･13f:軸;-Ji･われた｡

VT･ 浪甥藻矧 こ依るアギキゾウムシの
防漁としての温度と漬菜時間 ･

日出を防)',7:するナ州 IIもm繋なことは栢物を損似せ
ず田虫をTJ't'全に耶除ナる叫が望ましい｡柾補給講の余

地があるが. アズキy'ゥムS,の即除限界を LT-95,

小豆の1.'発H･:限界を LT二年と招き芥ga.王温鮭に対
する犬ふゐ環班毎雨を求むれば,此の河曲弧 こ伏C)
区調される部分がアズキゾウムシの防除に採用され
るべき温湯の温度と溺硫時rL_"であろうと考えられる.

アズキ.}'サムS,の LT-95,小豆の■LT-5を図式 .

すれば茄7図に戻す如くであづた｡'

妨7回に伐れば小豆の LT-5,ア轡 ゾウム㌢0-

LT-9.I)のiJq.u瓜 のなす帽の位も広い温姥は 60oC ＼

やあ.),比の温蛇を境としてそゐ幅は漸次狭くなっ

た｡70oC を過ると77.'キLJ'ゥム5,の抵抗性は急に J

拭少した.叉 80oCを過ると小豆の抵抗性も急に班

少してその帽は狭まった｡

アズキ'}'ゥムシの LT-Dt'),小立の 1/I-5の河曲

税のなす帽を温子!Ji封紙に仇ろアズキゾウムシの肪除

に於ける安全蛇とすれば,Jiiも'安蚕蛇の花かったの ー
は60oCで次は50oC,G5oC,70oC.7EIOC のWiで

あった080oC を畑えるとF:1溝P.I)'･Tlりは締めて新少す -
ナ為危険であった.T'OoC ではEZil!の為相当長時U..7

2.1 のgalI･が必野であったが,EjariU.'imが約10分を越え

40
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ると浸式の影響が表われも恐れのある夕日こ,小豆の色 ′

菜か流出する為応用され難い｡

､突際に応用出来る温姥の範取去60oCよL)70oCま

でと考えられた｡

鉛,昆虫が受ける実際ゐ温度刺執土浸流に用いた温

r革の丑,投法時閲の長短,小豆の立寄に関係して,浮 一

式中に温床は次節に下降する恥 こも開聯する｡叉浸拭 .
.時間を短くすることは小豆の乾蚊を早める上l土於いて

有利である為,佐月温 蛇は危険でない限り高温である

31.が望ましいO此の意妹に於いてアズキtJ'?ム5'の加

告を受けた小豆1升をTOoCの温跡こ5分間浸ti7fLで

乾燥した後貯蔵すれば完全に初期の目的を達成する非

∴が出来た

r VIT. 摘 要

(1)̀ 温拐処理に俵 t)アズキ:}'ウやS'を防除せんが

為,小豆及びアズキt)'ウムシの寄生を受けた小豆を温

損に浸流して;小豆及びアズキt)'ゥムS'の温拐浸駅に

対すろ紙坑性に就いて調奄した;

･(2) 希温位の温拐に対するアズキゾウムシの感受

性の交Ei.lt何れも正塊分布を示したが,60oCTの産卵
･. 校118Elnは正親分布を示さ年かった?一之はアズキtJ.'サ
ムS,が小豆の内部にtLf息する場所に変異がある為'温

熱に対する感受性に変異を生じた結黙であろうと.RT.考

された｡

(3) 7A+キ･)'ゥムS,の各発育時jtJlの抵抗性に洗い

一･ てF'OoCの切合の LT-50を比較すれ峠,位も強い時
相IIは茄別収18日H (細さUl)で次は,1月El(卯期初期)I

10uH (3齢山),L'iHn(1齢山),3HET(卵JtJゆ -
終期)'?]肝ごあった｡
(4) 400C に於いては的 rJlに依る大きな抵抗性の

相違は認められなかったっ之は温湖の刺戟よE)浸机の ･

膨弓削こ伐るものと思考された｡比較的抵抗性の掛 ,那

~期の初期は60oCに於いては抵抗粗 嘩 く3日Ft'5

耶 1と概ね同様であ?たが,_以後発育と共に拭杭性は､

増加した｡

之は発汗により単位両税に対する抵抗性が増加する

為であろうと考えられた｡-

(5) 温拐滋iil臼こ伐りアズキ･}-ゥムS,を防除する志

妹に於いて産卵後18日11のLT-95を川いれば,.400.C

の温滋では 310分 ･,-50olcでは.17.76飢 60oCでは

0.42分,70oCでは 0.16分 (9.4秒),浸al+る必要が

あbた｡然し4̀00C,-50.oC では長時間の投法が必要

である為,実際には応用されにくい.実際に応用され

る温既は60ot以上であろうと思考された｡

(6)'各温度の温泊に対する小豆の感受性の変矧エー

何れも正娩分布を戻した｡

(7) 'J7oC-SO_oC の温拐環流の場合の LT-50に

就いてみれば浸琉時隅】はー0.33分-2.._40分 で極めて短

llL3'.

学､節 18 苛

一時間であったが'75oC を降下すると浸拭時馳 ま漸次
. 増加し70oC-60oCに於いてば直税的に増大した｡

然し50oCでは温喝の低下に比較して投拭時ruli蛸 大
しなかった｡､

(8)Jか豆の場合に於いても,,眉温度の温滋を比較

的短時間作用させる場合温腔の成功が作川し,供温腔

の温湯に比較的長時間作用させる場含浸法そのものの

､腰智が表われた｡.

.(9) 小豆?LT-5及びア女キゾ19ムシのLT-'J5

の両仙税のなす幅を各湿皮の泣泊に対する安全蛇と58

､えれば,60〇Cの場合が蚊も広く50oC,65cc,TOC,

750C,80oCの11Viであらた｡_80ot を越k-ると,小五
･ の抵抗性は急に滅少した｡

(10)JァズキゾウIムS,の防除の為,応用しうる温湖

の湿圧の範囲は160oC-70oC であろうと推察された｡

(ll) アズキtJ:ウAI5,-の加害を受けた小豆1升 を

700.C の1m滋に5分間浸&'け る蔀に俵t)完全に防除す
る事が出来た｡
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RIsumd

(1) Inordertocontrdlthedamageofthe

Azukibean!JyCalZosobruchuschl'〝CIWl'sL.hythe

immersionof.hotwater,theTeSistanCeofthe

AzukibeanandtheAzukiI;CanWeevil･tohot

lVaterOfvarioustemperatureslVereexamined.

(2) TlleSuSCePtiblityofinsecttohotWater

isshownbyaとumulativecurve､ofsymmetric.ll
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normalcurl-C,eyCePtingthecurveonthe18th
(hy.lftcr.tllCOVipositionat60oC.Itseemsthat~

thisexceptioniscausedlJythe(HErcrenccinthe

cxe.1VatjngpuceoflVeCVil.S.

(3) t̂50oC(Ifhotwatcr･.thesll.qCePtihility
of､Vecvil′taL･esthe1(NestV.llucattheユ8thday

afteroviposition (pup･1トper叫)anddecreases
indescend享ngorderatthelstday(the丘rststage

dfeggperiod),attheloth(3rdinstar),atthe

5thday(Istinstar)andat′'th-C3rdday (the ､

terininatio'nof古ggper享od),whencomparingby

'themedianietllaltime(LT-50).

(4) Tlhe苧uSCePtihilityat40ccshowsalmost
simiねrv.llueres.lrdlessthe■diLfcrerltStagesゝ-Of

groIVth.Itisprobably dueto thein飢len.Ce

producedbythedippingitself,nothytempe-
rature.

Attheinitialstagedfeggperiod.the3rddayl

andthe5thdayafterovJPOSition,thesuscepti-

bilityat60C islcomparativelyhigherthanat

othe-rstages,while,afterth,ltthesusceptibility

'decナeaseslViththegrolVth.It seernsthatthis

decretlSedepends-upontheratiol.7)odysizeto

hodysurfacelWh1-chdecreasesヽviththeprogress

ofinsectage.

(5) Susceptibilitiesonthe18th】dayafter

､ovipositionare310min.ヽ 17.76min.,0.42m]'n.

and0.16min. (9.40sec.),respectively in､tlle

ca去esof40oC,50oC,60oCand'700CWhenirfdi-

1.CatFdi,ythe95% 1さthaltime('LTJJS).

ThetemperaturPof40｡CLan450oC co封ldnot

beav;lilableinpr;tCtJceofcontrolbecausein
-tlleSeCLTtSeS1()ngdurationofimmersionisneeded

ノ

tokillthLeI,CCYil.lfst･cm.qlI-nltheleml)cmlllrC

higher-thanGOoC)'ssuihTllctt')kill.

(6).Thesu.SCCPtihHityof ẑukihc.lntOh(lt

･vater､issho､vnhy tllt･CunrtlhtjvL･CurYCi.f

symmetricalnornl.llcIJrl,t･.

(7) Iri97oC-80ウCorhl''tll･.llCr..Such.Short
dumtions･ofJlnmer.Sion乙.io.33min1,.iOmin.
aresuLRcicnttoattainLT-60.∧sdcSCCnding

temperature,thc叫rationofimmcr･qjonjncrL'TL-

sesgradually早t75oC,linearyat70oC-600C･

At500Ctheduratiムntimedoes.notincTeaSeaS

､t占mperaturefalls.

(8) WhentheAzukibeanisimmersedinto

thew.l上erOfcompamtivelyhighertemperature,

rthein飢lenCeproduce(=)ytemperatureisstrongerI

thanthatproducedhylolVertemperature;and

lVhenthe7)CanlyaSinlmcrsedintothewaterof

comparativelylolVertCmPcmturc.theinmIenCe
madehydippinfrapPCTLTSrCmLlrk;thly･

(fJ)-rno):dertoknowthcalnihhilityofth√

･-presentimmersionrncthod.thes;lletymargin

WhichmngeshctlVCCnLT･i'JOfhcnnandLYJJL-);

ofWeevilis dctcrrnincd･一ThcWkTc･stprt'･sjtu-＼
htes_at60■Cノand500C16t'JOCITOoC･7lJoCnn(I
800C indcscen(ling order.The･stl.SCCptil-'jlity

ヽ Qfbeanincren･qesrc.1-i【uyill)("C80oC･･

t_ (10) FortcomI'letecontr{il.'(thepest.the

range'dftemperatureofJMtlmtCrShouldhe
I

.fi･omrX)OCto7TJoC..

･(ll) TJle(hmakeon l血nLiI.C･lllSed(1･801
Litres)hy theweevilshoutld hc completely
ナCOntrplledbydipping thelJeinintohotwat e r

of70oCfor5min./

●′′
SttldiesontheInhibitionofEnzymesbytheAntibiot)'cs.part.2 InhibitionoE ′

CholinesterasebyVnsattlratedtletdnes.nyMinoruI{̂lIOr,A.T･ltSllOClTln̂,Knzuo

MoR.,andNol示 ITO(Departmentof^grictllturalChemistry,llokbi｡oLJnivcrsity･)

1ミeceivedAug:I12,1953こBoErLL-Kagal{LJ18,117･1953･(Ht-II:nLqll･･sfllr由umil･11)~I1

23 抗生物矧こよる酵素阻事反応に関する研究 (第2報) 不飽和ケトシによるコリ ▲

ンエステラーゼ作用の阻婁 mM 稔書,領 民臥 し叡 虫丸 伊野 夫 (鹿 道大学 段学軌
＼ 凸買付芦科)28･8･12受用 /

不l̂a和ケトンの捌 l作用及び抗卿 乍川に就いては多 珊老等は前稚く1'に於て∴生晴細野に不飽和ケ▲71ソを
くの肘 跡 あ如 ;,その作川機粗 相 こ殺虫作川の立 加える恥 こよってそこに由る個々のfJ主知 ､らその作川
棚 ､ら不出和ケi､Vの作川即 随 検討した報倍加 軌､｡. 械梢を解析する邸もこの按柄を解明する上に粟璽な-

7)俄 と58･え,光づ pap.limse'に対する不飽和ケトン

･*祝准.r7本TIlf枇工発会技術畔勤務,旧姓渡辺 の作川を弛Wi細胞に生成する代謝物fEの措抗と単一辞
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